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氏 名    二宮 晶代 

推薦団体   熊本県文化協会 

主な活動地  熊本市 

  

概要 

二
宮 

晶
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 

賞 

に
の
み
や 

 
 

ま
さ
よ 
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二
宮
晶
代
氏
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
一
年
に
わ
た
り
、

箏
曲
の
公
演
な
ど
を
通
じ
て
邦
楽
の
普
及
活
動
を
続
け
て
い
る
箏

奏
者
で
す
。 

氏
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
三
年
連
続
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

入
賞
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
な
ど
国
内

に
と
ど
ま
ら
な
い
公
演
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

指
導
者
と
し
て
「
二
宮
晶
代
お
箏
教
室
」
を
主
宰
さ
れ
る
ほ
か
、

大
学
等
の
講
師
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
継
承

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
箏
曲
宮
城
会
の
評
議
員
や
熊
本
箏
演
奏
者
協
会
の

代
表
な
ど
県
内
箏
演
奏
者
団
体
の
長
と
し
て
「
箏
曲
の
祭
典
」
の

開
催
や
、
後
進
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
全
国
邦
楽
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
団
体
の
活
動
を
通
じ
た
邦
楽

文
化
の
継
承
と
普
及
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
は
熊
本
県
文
化
協
会
の
常
務
理
事

と
し
て
、
邦
楽
部
門
の
活
動
の
活
性
化
を
牽
引
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
氏
は
、
箏
曲
の
音
楽
活
動
を
通
じ
て
本
県
の
文

化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
五
十
年 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格 

昭
和
五
十
年 

 

宮
城
会
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞 

（
以
降
３
年
連
続
入
賞
）

 
 
 
 
 

昭
和
五
十
一
年 

熊
本
箏
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
公
演
（
以
降
２
回
公
演
） 

昭
和
五
十
八
年 

熊
本
県
文
化
使
節
と
し
て
中
国
公
演 

昭
和
六
十
一
年 

第
一
回
「
二
宮
晶
代
箏
こ
ん
さ
ー
と
」
開

催
（
以
降
隔
年
開
催
） 

平
成
十
年 

 
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

平
成
十
五
年 

 

平
成
音
楽
大
学 

音
楽
学
科
講
師 

 

役
職 

 
 
 
 
 

 
 

・
生
田
流
宮
城
社
大
師
範 

 
 

・
全
国
筝
曲
宮
城
会
評
議
員 

・
熊
本
県
箏
演
奏
者
協
会
代
表 

・
熊
本
県
文
化
協
会
常
務
理
事 

 
 

・
熊
本
県
文
化
懇
話
会
常
任
世
話
人 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


